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  （百万円未満切捨て）

1.2020年10月期第1四半期の連結業績(2019年11月１日～2020年１月31日) 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年10月期第1四半期 59,371 △8.1 1,706 △15.3 1,953 △18.5 709 △48.5 

2019年10月期第1四半期 64,624 0.1 2,014 △40.1 2,396 △36.9 1,377 △44.9 
 
(注)包括利益 2020年10月期第1四半期 4,010 百万円 （△850.1％)  2019年10月期第1四半期 △534 百万円 （△106.4％) 
 

 
1株当たり 

四半期純利益 
潜在株式調整後 

1株当たり四半期純利益 
  円 銭 円 銭 

2020年10月期第1四半期 18.66 18.62 

2019年10月期第1四半期 36.22 36.15 

 

(2) 連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2020年10月期第1四半期 247,987 180,709 66.9 

2019年10月期 243,002 177,835 67.3 
 
(参考)自己資本 2020年10月期第1四半期 165,901 百万円   2019年10月期 163,604 百万円 

 

2.配当の状況 

 
年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
2019年10月期 － 26.50 － 26.50 53.00 
2020年10月期 －        
2020年10月期（予想）   26.50 － 26.50 53.00 

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

3.2020年10月期の連結業績予想（2019年11月１日～2020年10月31日） 

 2020年10月期の業績予想については、現時点では業績に影響を与える未確定要素が多いことから、適正かつ合理的な業

績予想の算出が非常に困難なため、未定としております。連結業績予想については、合理的に予測可能となった時点で公

表いたします。詳細は添付資料P.2「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。 

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 



※  注記事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 
②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 
③  会計上の見積りの変更                        ：無 
④  修正再表示                                  ：無 

 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 2020年10月期1Ｑ 38,216,759 株 2019年10月期 38,216,759 株 

②  期末自己株式数 2020年10月期1Ｑ 198,756 株 2019年10月期 198,519 株 

③  期中平均株式数(四半期累計) 2020年10月期1Ｑ 38,018,165 株 2019年10月期1Ｑ 38,018,526 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料P.2「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間における世界経済は、通商問題を巡る緊張、中国経済の先行き、英国のＥＵ離脱、中

東地域を巡る情勢、金融資本市場の変動等による影響から、不透明な状況で推移いたしました。 

 各地域別での世界経済は、米国では景気回復が続いているものの、対中通商問題での緊張再燃が懸念されてお

り、中国では過剰債務問題を含む金融システムへの不安、英国ではＥＵ離脱による影響等の景気下振れリスクが懸

念されております。 

 日本経済においては、上記の影響に加えて、消費税率引上げ後の消費者マインドの動向に留意する必要はあるも

のの、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待されます。 

 自動車業界におきましては、日本国内の自動車生産台数は前年同期比9.9％減の230万台となりました。海外で

は、米国の自動車生産台数は前年同期比9.3％減の255万台、中国の自動車生産台数は前年同期比3.5％増の757万台

となりました。 

 当社グループの当第１四半期連結累計期間の経営成績は、中国並びに韓国で販売が堅調に推移した一方で、日

本、北米での販売の伸び悩みおよび、米ドル、中国元、ユーロ等主要通貨の円高による邦貨換算額の減少の影響に

より、売上高は593億７千１百万円（前年同期比52億５千２百万円減、8.1％減）となりました。営業利益について

は、中国では堅調に推移したものの、その他の地域では前年同期比で減少し、17億６百万円（前年同期比３億８百

万円減、15.3％減）となりました。主な地域別の減益要因については、日本および北米ではコスト削減に取り組ん

だものの販売減少をカバーできず減益となり、欧州ではスペイン、ロシア子会社等での販売低迷の影響、アジアで

は、韓国では好調に推移したものの、主にインド子会社での市場低迷の影響から減益となりました。経常利益は、

主に受取配当金１億７千８百万円による収益を計上した一方で、為替差損２億５百万円が発生した影響等により、

19億５千３百万円（前年同期比４億４千３百万円減、18.5％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

想定される品質リスクについて製品保証引当金繰入額２億５千５百万円を特別損失に引当計上した影響で７億９百

万円（前年同期比６億６千７百万円減、48.5％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ49億８千５百万円増加し、2,479億８

千７百万円となりました。主として、有形固定資産の「その他（純額）」が24億８千万円、投資有価証券が15億１

千２百万円増加したことによるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末と比べ21億１千１百万円増加し、672億７千８百万円となりました。主として、支払

手形及び買掛金が５億７千９百万円、流動負債の「その他」が４億３千５百万円、固定負債の「その他」が６億４

千２百万円それぞれ増加したことによるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末と比べ28億７千４百万円増加し、1,807億９百万円となりました。主として、為替

換算調整勘定が23億７千７百万円増加したことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 新型コロナウイルス感染症による影響が当社グループの業績に与える未確定要素が多いことから、適正かつ合理

的な業績予想の算出が非常に困難なため、2020年10月期（2019年11月１日～2020年10月31日）の連結業績予想の開

示につきましては、現時点では未定としております。 

 当該ウイルス感染症が当社グループの連結業績に与える影響は、現時点では確認中であります。 

 詳細につきましては、本日（2020年３月６日）公表いたしました「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影

響に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年10月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2020年１月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 46,617 46,960 

受取手形及び売掛金 37,122 34,702 

電子記録債権 1,285 1,424 

有価証券 3,992 6,189 

商品及び製品 9,233 9,923 

仕掛品 2,770 2,938 

原材料及び貯蔵品 12,005 11,864 

その他 5,364 5,794 

貸倒引当金 △337 △400 

流動資産合計 118,054 119,399 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 22,694 22,958 

機械装置及び運搬具（純額） 20,381 20,670 

工具、器具及び備品（純額） 2,206 2,422 

土地 7,889 8,039 

建設仮勘定 6,128 6,325 

その他（純額） － 2,480 

有形固定資産合計 59,299 62,896 

無形固定資産    

のれん 2,232 2,235 

その他 4,201 2,663 

無形固定資産合計 6,433 4,898 

投資その他の資産    

投資有価証券 54,016 55,528 

長期貸付金 89 70 

退職給付に係る資産 438 438 

繰延税金資産 1,270 1,422 

その他 5,672 4,794 

貸倒引当金 △2,277 △1,467 

投資その他の資産合計 59,209 60,788 

固定資産合計 124,942 128,583 

繰延資産 5 4 

資産合計 243,002 247,987 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年10月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2020年１月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 25,406 25,986 

短期借入金 3,663 3,833 

1年内返済予定の長期借入金 502 553 

未払法人税等 1,088 1,012 

賞与引当金 1,849 1,295 

役員賞与引当金 55 12 

製品保証引当金 3,532 3,970 

その他 10,428 10,863 

流動負債合計 46,526 47,528 

固定負債    

長期借入金 3,057 3,166 

繰延税金負債 12,122 12,384 

退職給付に係る負債 2,276 2,371 

その他 1,184 1,827 

固定負債合計 18,640 19,749 

負債合計 65,167 67,278 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,657 5,657 

資本剰余金 7,342 7,342 

利益剰余金 132,584 132,277 

自己株式 △345 △346 

株主資本合計 145,237 144,930 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 28,134 28,343 

為替換算調整勘定 △9,222 △6,845 

退職給付に係る調整累計額 △545 △526 

その他の包括利益累計額合計 18,366 20,971 

新株予約権 117 117 

非支配株主持分 14,113 14,689 

純資産合計 177,835 180,709 

負債純資産合計 243,002 247,987 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年11月１日 
 至 2019年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年11月１日 

 至 2020年１月31日) 

売上高 64,624 59,371 

売上原価 56,193 51,754 

売上総利益 8,430 7,617 

販売費及び一般管理費 6,416 5,910 

営業利益 2,014 1,706 

営業外収益    

受取利息 126 130 

受取配当金 80 178 

持分法による投資利益 154 － 

受取補償金 174 － 

電力販売収益 15 13 

その他 367 333 

営業外収益合計 918 656 

営業外費用    

支払利息 81 56 

為替差損 357 205 

持分法による投資損失 － 17 

電力販売費用 50 9 

その他 47 120 

営業外費用合計 536 409 

経常利益 2,396 1,953 

特別利益    

固定資産売却益 57 0 

特別利益合計 57 0 

特別損失    

固定資産売却損 2 6 

固定資産除却損 5 21 

製品保証引当金繰入額 － 255 

特別損失合計 7 283 

税金等調整前四半期純利益 2,446 1,669 

法人税、住民税及び事業税 551 570 

法人税等調整額 258 80 

法人税等合計 809 651 

四半期純利益 1,636 1,018 

非支配株主に帰属する四半期純利益 259 309 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,377 709 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年11月１日 
 至 2019年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年11月１日 

 至 2020年１月31日) 

四半期純利益 1,636 1,018 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 22 208 

為替換算調整勘定 △2,129 2,580 

退職給付に係る調整額 30 27 

持分法適用会社に対する持分相当額 △94 174 

その他の包括利益合計 △2,170 2,991 

四半期包括利益 △534 4,010 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △562 3,314 

非支配株主に係る四半期包括利益 27 695 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更）

（IFRS第16号「リース」の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、米国基準を採用する北米子会社を除く在外連結子会社において、IFRS第16号

「リース」を適用しております。これにより、借手のリース取引については、原則としてすべてのリースについ

て資産及び負債の認識をしております。 

 当該会計基準の適用にあたり、経過処置として認められている当該会計基準の適用による累積的影響額を適用

開始日に認識する方法を採用しております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間末の四半期連結貸借対照表において、有形固定資産の「その他（純

額）」が24億８千万円、流動負債の「その他」が２億４千１百万円、固定負債の「その他」が７億３百万円そ

れぞれ増加しております。また、従来無形固定資産の「その他」に含めて記載しておりました土地使用権15億

４千３百万円につきましては、当第１四半期連結会計期間より有形固定資産の「その他（純額）」に含めて記

載しております。 

 なお当該会計基準の適用が当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

（米国会計基準Topic606「顧客との契約から生じる収益」の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、米国基準を採用する北米子会社において、米国会計基準Topic606「顧客と

の契約から生じる収益」を適用しております。 

 当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であります。 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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